
生活のしづらさなどに
関する調査

（全国在宅障害児・者等実態調査）

調査票
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＜生活
せ い か つ

のしづらさなどに関
か ん

する調査
ち ょ う さ

＞ 

（全国
ぜ ん こ く

在宅
ざ い た く

障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

等
と う

実態
じ っ た い

調査
ち ょ う さ

） 

調査票
ちょうさひょう

 
 

 

 

 

 

 

 

【調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

】 

● 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

 

● 知的
ち て き

障 害
しょうがい

、発達
はったつ

障 害
しょうがい

(※)、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

、難 病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがある方
かた

 

※自閉症
じへいしょう

、注意
ちゅうい

欠陥
けっかん

多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

など 

● 上記
じょうき

のいずれにも該当
がいとう

しないが、長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
など

により日常
にちじょう

生活
せいかつ

の

しづらさが生
しょう

じている方
かた

 
 
 

 

・日常的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケア（人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

による呼吸
こきゅう

管理
か ん り

、経管
けいかん

栄養
えいよう

、たんの吸引
きゅういん

、導
どう

尿
にょう

、

酸素
さ ん そ

療法
りょうほう

など）を必要
ひつよう

としている。 

・児童
じ ど う

（18歳
さい

未満
み ま ん

）の場合
ば あ い

、発達
はったつ

状 況
じょうきょう

などからみて特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

や特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

等
など

を必要
ひつよう

と

している。 

・眼
めがね

鏡などを使
つか

っても、見
み

えにくい。 

・日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を聞
き

き間
ま

違
ちが

えたり、聞
き

き取
と

りにくいと感
かん

じたりすることがある。 

・歩
ある

いたり階
かい

段
だん

を上
のぼ

ったりすることが難
むずか

しい。 

・思
おも

い出
だ

すことや集
しゅう

中
ちゅう

することに困
こん

難
なん

を伴
ともな

う。 

・お風
ふ

呂
ろ

に入
はい

ったり、衣
い

服
ふく

を着
き

たりといった身
み

の回
まわ

りのことを一人
ひ と り

でするのが 難
むずか

しい。 

・自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えや気
き

持
も

ちを伝
つた

えたり、相
あい

手
て

の話
はなし

を聞
き

いて理
り

解
かい

したりするのが難
むずか

しい。 

・２リットルの水
みず

やソーダのボトルを腰
こし

から目
め

の高
たか

さに持
も

ち上
あ

げることが難
むずか

しい。 

・手
て

と指
ゆび

を使
つか

って、ボタンや鉛
えん

筆
ぴつ

のように小
ちい

さなものをつまんだり、容
よう

器
き

や瓶
びん

を開
あ

け閉
し

めしたりするのが難
むずか

しい。 

・心
しん

配
ぱい

、緊
きん

張
ちょう

、不
ふ

安
あん

を感
かん

じたり、気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだりすることがある。 

・その他
た

、心
しん

身
しん

に不
ふ

調
ちょう

があることで日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

のしづらさが生
しょう

じている。 

○この調査
ちょうさ

は、厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

向
む

けの福祉
ふ く し

施策
し さ く

を改善
かいぜん

するための基礎
き そ

資料
しりょう

を得
え

るために実施
じ っ し

する調査
ちょうさ

です。 

○お答
こた

えいただいた内容
ないよう

については、秘密
ひ み つ

の保護
ほ ご

に万全
ばんぜん

を期
き

すとともに、統計
とうけい

を

作
つく

る目的
もくてき

以外
い が い

には使用
し よ う

しませんので、調査
ちょうさ

へのご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 

次
つぎ

のような方
かた

は、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

でも調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となります。 

令和４年度実施用 案 
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ちょう

調
さ

査
ひょう

票の
き

記
にゅう

入・
へ ん

返
そ う

送について 

 

○ この調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

が世
せ

帯
たい

員
いん

におられる場
ば

合
あい

は、調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

お

一人
ひ と り

につき１冊
さつ

ずつ記入
きにゅう

していただき、添付
て ん ぷ

された返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）にて 

令和●年
ねん

●月
がつ

●日
にち

までに最寄
も よ

りの郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。 

○ 本
ほん

調
ちょう

査
さ

は、●月
がつ

●日
にち

時
じ

点
てん

の状
じょう

況
きょう

に基
もと

づいて記
き

入
にゅう

してください。 

○ この調
ちょう

査
さ

票
ひょう

は、調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

ご自
じ

身
しん

で記
き

入
にゅう

してください。（ご本人
ほんにん

の

ご意見
い け ん

をお聞
き

きしたいので、お時間
じ か ん

をかけてもできるだけご自身
じ し ん

でご記入
きにゅう

くださ

い。） 

○ ご自
じ

身
しん

で記
き

入
にゅう

できない方
かた

につきましては、ご家
か

族
ぞく

の方
かた

、又
また

は介
かい

護
ご

をしている方
かた

、信
しん

頼
らい

できる友人
ゆうじん

の方
かた

などが記
き

入
にゅう

を手
て

伝
つだ

ってください。 

（ご家
か

族
ぞく

の方
かた

や介
かい

護
ご

をしている方
かた

などが記
き

入
にゅう

される場
ば

合
あい

は、ご本
ほん

人
にん

の意
い

見
けん

を聞
き

い

て記
き

入
にゅう

してください。ご自身
じ し ん

で意思
い し

表示
ひょうじ

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

や介護
か い ご

をし

ている方
かた

が本人
ほんにん

の意向
い こ う

を汲
く

み取
と

って代
か

わりに記入
きにゅう

することができます。） 

○ 調査
ちょうさ

の記入
きにゅう

にあたって、点字版
てんじばん

の調査票
ちょうさひょう

や、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

等
など

の派遣
は け ん

を希望
き ぼ う

される場合
ば あ い

は、調査員
ちょうさいん

又
また

は下記
か き

の調査
ちょうさ

担当
たんとう

窓口
まどぐち

にご相
そう

談
だん

ください。 

○ この調査
ちょうさ

に関
かん

して、お尋
たず

ねになりたいことがある方
かた

は、下
か

記
き

の調
ちょう

査
さ

担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

まで

ご連
れん

絡
らく

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

【調査
ちょうさ

担当
たんとう

窓口
まどぐち

】 
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【基本的
きほんてき

な事項
じ こ う

に関
かん

する質
しつ

問
もん

です。】 

 

問
とい

１ 本調査
ほんちょうさ

を記入
きにゅう

した方
かた

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

  １ 本人
ほんにん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が、ご自身
じ し ん

で記入
きにゅう

 

  ２ 本人
ほんにん

以外
い が い

が、本人
ほんにん

の意思
い し

を「代筆
だいひつ

」 

３ 本人
ほんにん

以外
い が い

が、本人
ほんにん

の意向
い こ う

を汲
く

み取
と

って記入
きにゅう

 

  

注意
ちゅうい

：「２」又
また

は「３」と回答
かいとう

された場
ば

合
あい

は、問
とい

２以降
い こ う

は、本調査票
ほんちょうさひょう

に記入
きにゅう

され

た方
かた

の状 況
じょうきょう

ではなく、ご本
ほん

人
にん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

え

ください。 

 

 

問
とい

２ ご本人
ほんにん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の
ねん

年
れい

齢をお
こた

答えください。 

            
さい

歳（令和
れ い わ

４年
ねん

（２０２２年
ねん

）●月
がつ

１日
にち

時点
じ て ん

の年齢
ねんれい

） 

 

 

問
とい

３ ご本人
ほんにん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の
せい

性
べつ

別をお答
こた

えください。 

 

１ 
だん

男
せい

性 

２ 
じょ

女
せい

性 
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【
しょう

障
が い

害
し ゃ

者の手帳
てちょう

に
か ん

関する質
しつ

問
もん

です。】 

 
とい

問４ 
しょう

障
がい

害
しゃ

者に関
かん

する
て

手
ちょう

帳 をもっていますか。もっていない場合
ば あ い

、その
り

理
ゆう

由は
なに

何で

すか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 手帳
てちょう

をもっている 

２ 手帳
てちょう

をもっていない ⇒ 補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

 

【障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

をもっていないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１） 理由
り ゆ う

としてあてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 
しょう

障
がい

害の
しゅ

種
るい

類や
てい

程
ど

度が
て

手
ちょう

帳 の
き

基
じゅん

準 にあてはまらないため。 

イ 
て

手
ちょう

帳 の
せい

制
ど

度や
しゅ

取
とく

得の
て

手
つづ

続きがわからないため。 

ウ 
とく

特に
て

手
ちょう

帳 がなくても
こま

困らないため。 

エ 
て

手
ちょう

帳 を
も

持ちたくないため。 

オ 申請
しんせい

の手
て

続
つづ

き中
ちゅう

のため。 

カ その
た

他（             ） 
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とい

問５ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をもっていますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ もっている ⇒ 補
ほ

問
もん

 (１) と(２)もお答
こた

えください 

２ もっていない 

 

【身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をもっていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

(１) 障害
しょうがい

の原因
げんいん

について、最
もっと

もよくあてはまるもの１つに○
まる

をつけてく

ださい。 
 

ア 病気
びょうき

                

イ 
じ

事
こ

故・けが         

ウ 
さい

災
がい

害 

エ 生
う

まれた時
とき

から（出生
しゅっせい

時
じ

の損傷
そんしょう

を含
ふく

む） 

オ 
か

加
れい

齢 

カ その
た

他（          ） 

キ わからない 

 

【身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をもっていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

(２) 
しん

身
たい

体
しょう

障
がい

害の
しゅ

種
るい

類と
とう

等
きゅう

級 はどのように
にん

認
てい

定されていますか。身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

に記載
き さ い

されている総合
そうごう

判定
はんてい

の等級
とうきゅう

と、
しょう

障
がい

害の
しゅ

種
るい

類ごとに
がい

該
とう

当する
とう

等
きゅう

級 について、あてはまるものに○
まる

をつけてください。また、あ

てはまる障害
しょうがい

の種類
しゅるい

ごとに、はじめて手帳
てちょう

が交
こう

付
ふ

された年齢
ねんれい

について、

ア～エのうち、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

※１ 手帳
てちょう

に「音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

」と記載
き さ い

されている場合
ば あ い

は、あ

なたの障害
しょうがい

が、音声
おんせい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

の障害
しょうがい

であるか、又
また

はそしゃく機能
き の う

の障害
しょうがい

であるかに応
おう

じて、どちらか１つを選択
せんたく

して○
まる

をつけてください。音声
おんせい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

とそしゃく機能
き の う

の両方
りょうほう

に障害
しょうがい

がある場合
ば あ い

は、それぞれに○
まる

をつけてく

ださい。 

※２ 手帳
てちょう

に「ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

」と記載
き さ い

されている場合
ば あ い

は、あなた

の障害
しょうがい

が、ぼうこう機能
き の う

の障害
しょうがい

であるか、又
また

は直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

の障害
しょうがい

である

かに応
おう

じて、どちらか１つを選択
せんたく

して○
まる

をつけてください。ぼうこう機能
き の う

と

直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

の両方
りょうほう

に障害
しょうがい

がある場合
ば あ い

は、それぞれに○
まる

をつけてください。 
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障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

 等
とう

 級
きゅう

 はじめて交付
こうふ

された年齢
ねんれい

 

総合
そうごう

判定
はんてい

 

（身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

に記載
き さ い

された 等 級
とうきゅう

）  
１ ２ ３ ４ ５ ６ ・ 

ア 18歳
さい

未
み

満
まん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以
い

上
じょう

 

   
視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ・ 
ア 18歳

さい

未
み

満
まん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以
い

上
じょう

 

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

 ・ ２ ３ ４ ・ ６ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

平
へい

衡
こう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 ・ ・ ３ ・ ５ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

音
おん

声
せい

・言
げん

語
ご

障害
しょうがい

(※１) ・ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

そしゃく機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

(※１) ・ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（ 上
じょう

肢
し

） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（下
か

肢
し

） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

（体
たい

幹
かん

） １ ２ ３ ・ ５ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体不自由
したいふじゆう

 

（脳
のう

原
げん

性
せい

運
うん

動
どう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

・ 上
じょう

肢
し

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体不自由
したいふじゆう

 

（脳
のう

原
げん

性
せい

運
うん

動
どう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

・移
い

動
どう

機
き

能
のう

障 害
しょうがい

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

心
しん

臓
ぞう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

呼
こ

吸
きゅう

器
き

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

じん臓
ぞう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

ぼうこう機能
き の う

障害
しょうがい

(※２) １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

直
ちょく

腸
ちょう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

(※２) １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

小
しょう

腸
ちょう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

ヒト免疫
めんえき

不全
ふぜん

ウイルスによる免疫
めんえき

機能
きのう

障 害
しょうがい

 １ ２ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肝
かん

臓
ぞう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

 １ ２ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

    ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

  エ 65歳
さい

以上
いじょう
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問
とい

６ 療育
りょういく

手帳
てちょう

をもっていますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※療育
りょういく

手帳
てちょう

とは、知的
ち て き

障害
しょうがい

のある方
かた

に交付
こ う ふ

される手帳
てちょう

です。（
あい

愛の
て

手
ちょう

帳 、
あい

愛
ご

護
て

手
ちょう

帳 、みどりの手帳
てちょう

等
など

） 

 

１ もっている  ⇒ 補
ほ

問
もん

 (１)もお答えください 

２ もっていない 

 

【療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

をもっていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）
りょう

療
いく

育
て

手
ちょう

帳 に
き

記
さい

載されている障害
しょうがい

の程度
て い ど

について、あてはまるもの

１つに○
まる

をつけてください。また、はじめて手帳
てちょう

が交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

につい

て、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

障害
しょうがい

の程度
て い ど

（等級
とうきゅう

） はじめて交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

 

１ 重度
じゅうど

（Ａ、Ａ１、Ａ２など） 

２ その他
た

（Ｂ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３など） 

ア ６歳
さい

未満
み ま ん

   エ 18歳
さい

～39歳
さい

 

イ ６歳
さい

～11歳
さい

  オ 40歳
さい

～64歳
さい

 

ウ 12歳
さい

～17歳
さい

   カ 65歳
さい

以上
いじょう
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問
とい

７ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をもっていますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけて

ください。 

 

１ もっている  ⇒ 補
ほ

問
もん

 (１)もお答えください 

２ もっていない 

 

【精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

をもっていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）
せい

精
しん

神
しょう

障
がい

害の種類
しゅるい

と
とう

等
きゅう

級 はどのように
はん

判
てい

定されていますか。
せい

精
しん

神
しょう

障
がい

害
しゃ

者
ほ

保
けん

健
ふく

福
し

祉
て

手
ちょう

帳 に
き

記
さい

載されている障害
しょうがい

の種類
しゅるい

と
とう

等
きゅう

級 について、あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。また、その障害
しょうがい

の種類
しゅるい

ごと

に、はじめて手帳
てちょう

が交
こう

付
ふ

された年齢
ねんれい

について、ア～エのうちあてはま

るもの１つに○
まる

をつけてください。 
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しょう

障
がい

害の
しゅ

種
るい

類 
とう

等 
きゅう

級  はじめて交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

 

統合
とうごう

失 調 症
しっちょうしょう

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

うつ病
びょう

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

躁鬱病
そううつびょう

（双 極 性
そうきょくせい

障 害
しょうがい

） １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

てんかん １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

、アスペルガー

症 候 群
しょうこうぐん

、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障 害
しょうがい

等
など

） 
１・２・３ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

パニック障害
しょうがい

・不安
ふ あ ん

障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

強迫性
きょうはくせい

障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

依存症
いぞんしょう

 （アルコール、ギャンブル、

薬物
やくぶつ

等
など

） 
１・２・３ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

摂食
せっしょく

障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

パーソナリティ障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

ＰＴＳＤ（心的
しんてき

外傷後
がいしょうご

ストレス障 害
しょうがい

） １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

認知症
にんちしょう

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

性
せい

同一性
どういつせい

障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

非器質性
ひ き し つ せ い

睡眠
すいみん

障害
しょうがい

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

その他
た

 １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

わからない １・２・３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

     ウ 40歳
さい

～64歳
さい

 

イ 18歳
さい

～39歳
さい

   エ 65歳
さい

以上
いじょう
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【障害
しょうがい

の診断
しんだん

等
など

に
か ん

関する質
しつ

問
もん

です。】 

 
とい

問８ これまで知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

として判
はん

定
てい

・診
しん

断
だん

されたことはありますか。あてはまるもの

１つに○
まる

をつけてください。 

※ここでいう知的
ち て き

障害
しょうがい

には、高齢
こうれい

になってからの病気
びょうき

や老化
ろ う か

による知的
ち て き

な機能
き の う

の減退
げんたい

は含
ふく

まれません。 

 

１ はい 

２ いいえ 

 

 

問
とい

９ これまで発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

として診
しん

断
だん

されたことはありますか。あてはまるもの１つに

○
まる

をつけてください。 

   ※発達
はったつ

障害
しょうがい

とは、自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉
じ へ い

スペクトラム症
しょう

：ASD）、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（LD）（限局性
げんきょくせい

学 習 症
がくしゅうしょう

：SLD）、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障害
しょうがい

（注意欠如多動症
ちゅういけつじょたどうしょう

：ADHD）などをいいます。 

 

１ はい 

２ いいえ 

 

 

問
とい

１０ これまで高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

として診
しん

断
だん

されたことはありますか。あてはまるも

の１つに○
まる

をつけてください。 

※高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

とは、頭部
と う ぶ

外傷
がいしょう

や脳
のう

卒中
そっちゅう

などによって、重
おも

い意
い

識
しき

障
しょう

害
がい

に陥
おちい

るような状態
じょうたい

となり、治療
ちりょう

の後
あと

、意識
い し き

が戻
もど

り、歩行
ほ こ う

や食事
しょくじ

ができるようにな

り、外
がい

見上
けんじょう

は回復
かいふく

したように思
おも

えるのに、「会話
か い わ

がうまくかみ合
あ

わない」、

「段
だん

取
ど

りをつけて物事
ものごと

を行
おこな

うことができない」などの症 状
しょうじょう

が現
あらわ

れ、周囲
しゅうい

の

人
ひと

に「人
ひと

が変
か

わった」、「怠
なま

け者
もの

になった」といった印象
いんしょう

を与
あた

えるような状態
じょうたい

のことです。 

    

１ はい 

２ いいえ 
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問
とい

１１ これまで難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはありますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつ

けてください。 

※ この設問
せつもん

における「難病
なんびょう

」とは、発病
はつびょう

の機構
き こ う

が明らか
あ き ら か

でなく、かつ、治療法
ちりょうほう

が確立
かくりつ

していない希少
きしょう

な疾病
しっぺい

であって、当該疾病
とうがいしっぺい

にかかることにより長期
ちょうき

に

わたり療養
りょうよう

を必要
ひつよう

とすることとなる疾病
しっぺい

を指
さ

します。 

※ この設問
せつもん

における「指定
し て い

難病
なんびょう

」とは、難病
なんびょう

のうち、難病法
なんびょうほう

に基づき
も と づ き

、医療費
いりょうひ

助成
じょせい

の対象
たいしょう

となる疾病
しっぺい

として定
さだ

められた 338疾
しっ

病
ぺい

を指
さ

します。 

 

１ 難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはない 

２ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがあり、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をもってい

る ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

３ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはあるが、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をもって

いない（症 状
しょうじょう

の程度
て い ど

が該当
がいとう

しない場合
ば あ い

等
など

）⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください 

４ 以下
い か

の＜別表
べっぴょう

＞にあるいずれかの疾病
しっぺい

と診断
しんだん

されたことがある ⇒補
ほ

問
もん

（３）

もお答
こた

えください 

５ その他
た

の難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがある 

 

＜別表
べっぴょう

＞ 

目
め

 
円錐
えんすい

角膜
かくまく

 加齢
か れ い

黄斑
おうはん

変性
へんせい

 サイトメガロウイルス角膜内皮炎
かくまくないひえん

 

急性
きゅうせい

網膜
もうまく

壊死
え し

 ペルーシド角膜
かくまく

辺
へん

縁
えん

変性症
へんせいしょう

  

耳
みみ

 
突発性
とっぱつせい

難聴
なんちょう

 劣性
れっせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
いでんせい

難 聴
なんちょう

 優性
ゆうせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
いでんせい

難聴
なんちょう

 

両側
りょうそく

性
せい

小耳症
しょうじしょう

・外耳
が い じ

道
どう

閉鎖症
へいさしょう

 特発性
とくはつせい

両 側
りょうそく

性感音
せいかんおん

難 聴
なんちょう

  

手足
て あ し

・皮膚
ひ ふ

 
関節
かんせつ

リウマチ 多発性
たはつせい

軟骨性外骨腫症
なんこつせいがいこつしゅしょう

 薬剤性
やくざいせい

過敏症
かびんしょう

症候群
しょうこうぐん

 

原発性
げんぱつせい

局所
きょくしょ

多汗症
たかんしょう

 膿疱
のうほう

性
せい

乾癬
かんせん

  

消化器
しょうかき

 短腸
たんちょう

症候群
しょうこうぐん

 顕微鏡的
けんびきょうてき

大腸炎
だいちょうえん

 慢性
まんせい

膵炎
すいえん

 

呼吸器
こきゅうき

 びまん性汎細
せいはんさい

気管支炎
き か ん し え ん

 肥満
ひ ま ん

低換気
ていかんき

症候群
しょうこうぐん

 若年性肺気腫
じゃくねんせいはいきしゅ

 

血液
けつえき

 

アミロイドーシス 骨髄
こつずい

異形成
いけいせい

症候群
しょうこうぐん

 ランゲルハンス細胞
さいぼう

組織球症
そしきたましょう

 

骨髄線維症
こつずいせんいしょう

 ヘパリン起因性
き い ん せ い

血小板
けっしょうばん

減 少 症
げんしょうしょう

 ヘモクロマトーシス 

抗
こう

リン脂質
し し つ

抗体
こうたい

症候群
しょうこうぐん

 原発性
げんぱつせい

高脂
こ う し

血症
けっしょう

  

神経
しんけい

 急性
きゅうせい

壊死性
え し せ い

脳症
のうしょう

 汎発性
はんぱつせい

特発性
とくはつせい

骨
ほね

増 殖 症
ぞうしょくしょう

 スモン 

ホルモン 
ＡＤＨ分泌

ぶんぴつ

異常症
いじょうしょう

 ＰＲＬ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

（高
こう

プロラクチン血
けっ

症
しょう

） ＴＳＨ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

ゴナドトロピン分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 成長
せいちょう

ホルモン分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

  

先天性
せんてんせい

疾患
しっかん

 
ダウン症候群

しょうこうぐん

 先天性
せんてんせい

風疹
ふうしん

症候群
しょうこうぐん

 四肢
し し

形成
けいせい

不全
ふ ぜ ん

 

フォンタン術後
じゅつご

症候群
しょうこうぐん
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【２ 指定
し て い

難 病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがあり、指定
し て い

難 病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

をもっていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

されている病
びょう

名
めい

をお答
こた

えください。 

 

 

 

【３ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはあるが、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をもっていないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（２）病
びょう

名
めい

をお答
こた

えください。 

 

 

 

【４ 以下
い か

の＜別表
べっぴょう

＞にあるいずれかの疾病
しっぺい

と診断
しんだん

されたことがあると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（３）病名
びょうめい

について、以下
い か

のア～ルのうち、あてはまるものすべてに○
まる

を

つけてください。 

 

目
め

 

ア 円錐
えんすい

角膜
かくまく

  

血液
けつえき

 

ニ アミロイドーシス 

イ 加齢
か れ い

黄斑
おうはん

変性
へんせい

  ヌ 骨髄
こつずい

異形成
いけいせい

症候群
しょうこうぐん

 

ウ サイトメガロウイルス角膜内皮炎
かくまくないひえん

  ネ ランゲルハンス細胞
さいぼう

組織球症
そしきたましょう

 

エ 急性
きゅうせい

網膜
もうまく

壊死
え し

  ノ 骨髄線維症
こつずいせんいしょう

 

オ ペルーシド角膜
かくまく

辺
へん

縁
えん

変性症
へんせいしょう

  ハ ヘパリン起因性
き い ん せ い

血小板
けっしょうばん

減 少 症
げんしょうしょう

 

耳
みみ

 

カ 突発性
とっぱつせい

難聴
なんちょう

  ヒ ヘモクロマトーシス 

キ 劣性
れっせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
いでんせい

難 聴
なんちょう

  フ 抗
こう

リン脂質
し し つ

抗体
こうたい

症候群
しょうこうぐん

 

ク 優性
ゆうせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
いでんせい

難 聴
なんちょう

  ヘ 原発性
げんぱつせい

高脂
こ う し

血症
けっしょう

 

ケ 両側
りょうそく

性
せい

小耳症
しょうじしょう

・外耳
が い じ

道
どう

閉鎖症
へいさしょう

  

神経
しんけい

 

ホ 急性
きゅうせい

壊死性
え し せ い

脳症
のうしょう

 

コ 特発性
とくはつせい

両 側
りょうそく

性感音
せいかんおん

難 聴
なんちょう

  マ 汎発性
はんぱつせい

特発性
とくはつせい

骨
ほね

増 殖 症
ぞうしょくしょう

 

手足
て あ し

・皮膚
ひ ふ

 

サ 関節
かんせつ

リウマチ  ミ スモン 

シ 多発性
たはつせい

軟骨性外骨腫症
なんこつせいがいこつしゅしょう

  

ホルモン 

ム ＡＤＨ分泌
ぶんぴつ

異常症
いじょうしょう

 

ス 薬剤性
やくざいせい

過敏症
かびんしょう

症候群
しょうこうぐん

  メ ＰＲＬ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

（高
こう

プロラクチン血
けっ

症
しょう

 

セ 原発性
げんぱつせい

局所
きょくしょ

多汗症
たかんしょう

  モ ＴＳＨ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

ソ 膿疱
のうほう

性
せい

乾癬
かんせん

  ヤ ゴナドトロピン分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

消化器
しょうかき

 

タ 短腸
たんちょう

症候群
しょうこうぐん

  ユ 成長
せいちょう

ホルモン分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

チ 顕微鏡的
けんびきょうてき

大腸炎
だいちょうえん

  

先天性
せんてんせい

疾患
しっかん

 

ヨ ダウン症候群
しょうこうぐん

 

ツ 慢性
まんせい

膵炎
すいえん

  ラ 先天性
せんてんせい

風疹
ふうしん

症候群
しょうこうぐん

 

呼吸器
こきゅうき

 

テ びまん性汎細
せいはんさい

気管支炎
き か ん し え ん

  リ 四肢
し し

形成
けいせい

不全
ふ ぜ ん

 

ト 肥満
ひ ま ん

低換気
ていかんき

症候群
しょうこうぐん

  ル フォンタン術後
じゅつご

症候群
しょうこうぐん

 

ナ 若年性肺気腫
じゃくねんせいはいきしゅ
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【心身
しんしん

の状態
じょうたい

に
か ん

関する
し つ

質
も ん

問です。】 

 
とい

問１２ 医療的
いりょうてき

ケア（在宅
ざいたく

における医療的
いりょうてき

な支援
し え ん

）について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※この設問
せつもん

にいう医療的
いりょうてき

ケアには、家族
か ぞ く

が行
おこな

うもの、公的
こうてき

な支援
し え ん

により行
おこな

われ

るものの両方
りょうほう

を含
ふく

みます。 

 

１ 医療的
いりょうてき

ケアを受けている ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答えください 

２ 医療的
いりょうてき

ケアを受けていない 

 

【１ 医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）どのような医療的
いりょうてき

ケアを受けていますか。あてはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

ア 呼吸
こきゅう

のケア
け あ

（人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

、気管
き か ん

切開
せっかい

の管理
か ん り

、鼻
び

咽頭
いんとう

エアウェイの管理
か ん り

、

酸素
さ ん そ

療法
りょうほう

、たんの吸引
きゅういん

（口
こう

鼻腔
び く う

・気
き

管内
かんない

吸引
きゅういん

）、ネブライザーの管理
か ん り

） 

イ 摂食
せっしょく

・嚥下
え ん げ

のケア（経管
けいかん

栄養
えいよう

（胃
い

ろう等
など

の管理
か ん り

）、中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

栄養
えいよう

） 

ウ 排泄
はいせつ

のケア
け あ

（導
どう

尿
にょう

、排便
はいべん

管理
か ん り

（摘便
てきべん

、洗
せん

腸
ちょう

、浣腸
かんちょう

、消化管
しょうかかん

ストーマ等
など

）） 

エ 継続的
けいぞくてき

な透析
とうせき

（血液
けつえき

透析
とうせき

、腹膜
ふくまく

透析
とうせき

） 

オ 薬剤
やくざい

の持続
じ ぞ く

投与
と う よ

等
など

の特別
とくべつ

な医療
いりょう

（中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

カテーテルの管理
か ん り

、皮下
ひ か

注射
ちゅうしゃ

（インスリン持続
じ ぞ く

注射
ちゅうしゃ

等
など

）、血糖
けっとう

測定
そくてい

、けいれん時
じ

の座薬
ざ や く

挿入
そうにゅう

等
とう

の処置
し ょ ち

） 

カ モニター測定
そくてい

（血圧
けつあつ

、心拍
しんぱく

、酸素
さ ん そ

飽和度
ほ う わ ど

等
など

） 

キ じょくそうの処置
し ょ ち

 

ク その他
た

（           ） 
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とい

問１３ 心身
しんしん

の状態
じょうたい

に関
かん

する①～⑩の設問
せつもん

それぞれについて、あてはまるもの１つに

○
まる

をつけてください。 
 

① 眼鏡
め が ね

をしても見
み

えにくいといった苦労
く ろ う

は

ありますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

② 補
ほ

聴
ちょう

器
き

を使
し

用
よう

しても聴
き

き取
と

りにくいと

いった苦
く

労
ろう

はありますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

③ 歩
ある

いたり階
かい

段
だん

を上
のぼ

るのが難
むずか

しいといっ

た苦
く

労
ろう

はありますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

④ 思
おも

い出
だ

したり集
しゅう

中
ちゅう

したりするのが難
むずか

しいといった苦
く

労
ろう

はありますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

⑤ 身体
しんたい

を洗
あら

ったり衣
い

服
ふく

を着
き

るような身
み

の回
まわ

りのことが難
むずか

しいといった苦労
く ろ う

はあり

ますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

⑥ 通常
つうじょう

の言語
げ ん ご

をつかってのコミュニケー

ション（たとえば、人
ひと

の話
はなし

を理解
り か い

したり、

人
ひと

に話
はなし

を理解
り か い

させることなど）が難
むずか

し

いといった苦
く

労
ろう

はありますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

⑦ ２リットルの水
みず

かソーダのボトルを腰
こし

か

ら目
め

の高
たか

さに持
も

ち上
あ

げることが難
むず

しいと

いった苦労
く ろ う

はありますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 

⑧ 手
て

と指
ゆび

を使
つか

って、ボタンや鉛筆
えんぴつ

のように

小
ちい

さなものをつまんだり容
よう

器
き

や瓶
びん

を開
あ

け

閉
し

めするのが難
むずか

しいといった苦
く

労
ろう

はあ

りますか。 

１ 苦労
く ろ う

はありません。 

２ 多少
たしょう

苦労
く ろ う

します。 

３ とても苦労
く ろ う

します。 

４ 全く
まったく

できません。 
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⑨ 心配
しんぱい

、緊張
きんちょう

、不安
ふ あ ん

等
など

をどのく

らいの頻度
ひ ん ど

で感
かん

じますか。 

１ 毎日
まいにち

  

２ 週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

  

３ 月
つき

に１回
かい

程
てい

度
ど

  

４ 年
ねん

に２、３回
かい

程
てい

度
ど

  

５ 全
まった

くない 

【１～４と答
こた

えた方
かた

のみお答
こた

えください】  

補
ほ

問
もん

 最
さい

近
きん

感
かん

じた心
しん

配
ぱい

、緊
きん

張
ちょう

、

不
ふ

安
あん

等
など

の程
てい

度
ど

はどのくら

いでしたか。 

ア ひどく 

イ かなり 

ウ すこし 

エ わからない 

⑩ 気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

むことがどのく

らい頻繁
ひんぱん

にありますか。 

１ 毎日
まいにち

  

２ 週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

  

３ 月
つき

に１回
かい

程
てい

度
ど

  

４ 年
ねん

に２、３回
かい

程
てい

度
ど

  

５ 全
まった

くない 

【１～４と答
こた

えた方
かた

のみお答
こた

えください】  

補
ほ

問
もん

 最
さい

近
きん

気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだ時
とき

の程
てい

度
ど

はどのくらいでし

たか。 

ア ひどく 

イ かなり 

ウ すこし 

エ わからない 

 

補
ほ

問
もん

もお答
こた

え

ください 

補
ほ

問
もん

もお答
こた

え

ください 
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とい

問１４ 補聴器
ほちょうき

や人工
じんこう

内耳
な い じ

を使用
し よ う

しない状態
じょうたい

での日常
にちじょう

会話
か い わ

の聞
き

きとりの状 況
じょうきょう

つい

て、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 会
かい

話
わ

の聞
き

き取
と

りに困
こん

難
なん

は感
かん

じない 

２ 小
ちい

さな声
こえ

や騒音
そうおん

の中
なか

での会話
か い わ

で、聞
き

き間
ま

違
ちが

いや聞
き

き取
と

りの困難
こんなん

を感
かん

じることが

ある 

３ 普
ふ

通
つう

の大
おお

きさの声
こえ

の会
かい

話
わ

で、聞
き

き間
ま

違
ちが

いや聞
き

き取
と

りの困
こん

難
なん

を感
かん

じることがある 

４ 非
ひ

常
じょう

に大
おお

きな声
こえ

でないと会
かい

話
わ

が聞
き

こえず、聞
き

こえても聞
き

き取
と

りには限
げん

界
かい

がある 

５ 耳
みみ

元
もと

で非
ひ

常
じょう

に大
おお

きな声
こえ

で会
かい

話
わ

してもほとんど聞
き

き取
と

れない 
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【日常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさに
か ん

関する
し つ

質
も ん

問です。】 

 
とい

問１５ 最近
さいきん

の
にち

日
じょう

常
せい

生
かつ

活を
おく

送る
うえ

上での生活
せいかつ

のしづらさはどのようなものですか。①～

⑬の設問
せつもん

のそれぞれについて、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

① 食事
しょくじ

をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

② 食事
しょくじ

の
し

支
たく

度や
あと

後
かた

片
づ

付けを

する 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

６ 
けい

経
けん

験がない・
き

機
かい

会がない 

③ 衣
い

服
ふく

を着
き

たり脱
ぬ

いだりす

る 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

④ 
はい

排せつをする（トイレを

使
つか

えるなど） 

１ 
ひ と り

一人でできる    

２ 
じ か ん

時間をかければ
ひ と り

一人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

⑤ 
にゅう

入
よく

浴をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 
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⑥ 
いえ

家の
なか

中を
い

移
どう

動する 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

⑦ 
み

身の
まわ

回りの
そう

掃
じ

除、
せい

整
り

理
せい

整
とん

頓をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

６ 
けい

経
けん

験がない・
き

機
かい

会がない 

⑧ 
せん

洗
たく

濯をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

６ 
けい

経
けん

験がない・
き

機
かい

会がない 

⑨ 
か

買い
もの

物をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

６ 
けい

経
けん

験がない・
き

機
かい

会がない 

⑩ お金
かね

の
かん

管
り

理をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

６ 
けい

経
けん

験がない・
き

機
かい

会がない 

⑪ 薬
くすり

の
かん

管
り

理をする 

１ 
ひと

一
り

人でできる    

２ 
じ

時
かん

間をかければ
ひと

一
り

人でできる 

３ 
み

見
まも

守りや
こえ

声
か

掛けがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要）  

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（
ぜん

全
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要） 

６ 
けい

経
けん

験がない・
き

機
かい

会がない 
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⑫ 
じ

自
ぶん

分の
い

意
し

思を
つた

伝える 

１ 
だれ

誰にでも
つた

伝えることができる 

２ 家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

など
とく

特
てい

定の
ひと

人には
つた

伝えることがで

きる（特定
とくてい

の事柄
ことがら

についてのみ伝
つた

えることがで

きる場合
ば あ い

も含
ふく

みます。） 

３ 介助
かいじょ

（手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

や機器
き き

の使用
し よ う

等
など

）があれば伝
つた

え

ることができる 

４ 
つた

伝えることができない 

⑬ 
あい

相
て

手の
い

意
し

思を
り

理
かい

解する 

１ 
だれ

誰の
い

意
し

思でも
り

理
かい

解することができる 

２ 家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

など
とく

特
てい

定の
ひと

人の意思
い し

は理解
り か い

するこ

とができる（特定
とくてい

の事柄
ことがら

についてのみ理解
り か い

する

ことができる場合
ば あ い

も含
ふく

みます。） 

３ 介助
かいじょ

（手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

や機器
き き

の使用
し よ う

等
など

）があれば相手
あ い て

の意思
い し

を理解
り か い

することができる  

４ 
り

理
かい

解することができない 
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【社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

の状
じょう

況
きょう

に関
かん

する質
しつ

問
もん

です。】 

 
とい

問１６ 最近
さいきん

の
がい

外
しゅつ

出 の頻度
ひ ん ど

はどの程度
て い ど

ですか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてくだ

さい。 

 

１ １日
にち

に１回
かい

程度
て い ど

 

２ ２～３日
にち

に１回
かい

程度
て い ど

 

３ １週間
しゅうかん

に１回
かい

程度
て い ど

 

４ ２
しゅう

週
かん

間に１回
かい

程度
て い ど

 

５ １
か げ つ

ヶ月に１回
かい

程度
て い ど

 

６ ２～３ヶ
か

月
げつ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

７ 半
はん

年
とし

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

８ ほとんど
がい

外
しゅつ

出 しない 

 



 

- 21 - 

 

とい

問１７ 
にっ

日
ちゅう

中 はどのように
す

過ごしていることが多
おお

いですか。最
もっと

もよくあてはまるも

の１つに○
まる

をつけてください。 

※あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の平
へい

均
きん

的
てき

な１週
しゅう

間
かん

の過
す

ごし方
かた

の中
なか

で、最
もっと

も

多
おお

くの時
じ

間
かん

を当
あ

てているものを選択
せんたく

してください。 

※例
たと

えば、週
しゅう

４回
かい

学
がっ

校
こう

へ行
い

き、週
しゅう

１回
かい

は学
がっ

校
こう

を休
やす

み通
つう

院
いん

している場
ば

合
あい

は、「２ 

教育
きょういく

・保育
ほ い く

をうけている」に○
まる

をつけてください。 

 

１ 仕事
し ご と

をしている ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください。 

２ 教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

を受
う

けている（幼稚園
ようちえん

・保育
ほ い く

園
えん

・小中学校
しょうちゅうがっこう

・高校
こうこう

・大学
だいがく

・

大学院
だいがくいん

・専門
せんもん

学校
がっこう

・塾
じゅく

等
など

を含
ふく

む） ⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください。 

３ 仕事
し ご と

や教育
きょういく

・保育
ほ い く

以外
い が い

の活動
かつどう

をしている ⇒補
ほ

問
もん

（３）もお答
こた

えください。 

次
じ

ページの補
ほ

問
もん

もお
お

答
こた

えください 
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【１ 仕事
し ご と

をしていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）仕事
し ご と

の詳細
しょうさい

について、あてはまるもの１つに〇
まる

をつけてください。 

ア 一般
いっぱん

雇用
こ よ う

／正職員
せいしょくいん

 

イ 一般
いっぱん

雇用
こ よ う

／正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト、パート、契
けい

約
やく

職
しょく

員
いん

、日
ひ

雇
やと

い等
など

） 

ウ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

(障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応
おう

募
ぼ

した方
ほう

)／正
せい

職
しょく

員
いん

 

エ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

(障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応
おう

募
ぼ

した方
ほう

)／正
せい

職
しょく

員
いん

以
い

外
がい

（アルバイ

ト、パート、契
けい

約
やく

職
しょく

員
いん

、日
ひ

雇
やと

い等
など

） 

オ 自
じ

営
えい

業
ぎょう

（家
いえ

の仕
し

事
ごと

の手
て

伝
つだ

いを含
ふく

む） 

カ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

 

キ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ｂ型
がた

 

 

【２ 教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

を受
う

けていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（２）教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

の詳細
しょうさい

について、あてはまるもの１つに〇
まる

をつ

けてください。 

ア 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を利用
り よ う

している 

イ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（乳幼児
にゅうようじ

教育
きょういく

相談
そうだん

、幼稚部
よ う ち ぶ

、小学部
しょうがくぶ

、中学部
ちゅうがくぶ

、高等部
こうとうぶ

）に

通学
つうがく

している 

ウ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

（小中学校
しょうちゅうがっこう

において障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

ごとに編成
へんせい

された

学級
がっきゅう

）に通学
つうがく

している 

エ その他
た

の特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

教
きょう

育
いく

を受
う

けている（通
つう

級
きゅう

による指
し

導
どう

等
など

） 

オ 特別
とくべつ

な支援
し え ん

は受
う

けていない（上記
じょうき

ア～エのいずれにも該当
がいとう

しない場合
ば あ い

） 

 

【３ 仕事
し ご と

や教育
きょういく

・保育
ほ い く

以外
い が い

の活動
かつどう

をしていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（３）過
す

ごし方
かた

の詳
しょう

細
さい

について、あてはまるもの１つに〇
まる

をつけてくださ

い。 

ア 主
おも

に障
しょう

害
がい

者
しゃ

・障
しょう

害
がい

児
じ

向
む

け施
し

設
せつ

の通
つう

所
しょ

サービス（就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

センター等
など

）を利
り

用
よう

して外
そと

で過
す

ごしている 

イ 主
おも

に病院
びょういん

・介護
か い ご

施設
し せ つ

の通所
つうしょ

サービス（リハビリ、デイケア、デイサービ

ス等
など

）を利用
り よ う

して外
そと

で過
す

ごしている 

ウ その他
た

の活動
かつどう

（ボランティア活動
かつどう

、農作業
のうさぎょう

、カラオケ、ゲートボール、

その他
た

の趣味
し ゅ み

活動
かつどう

等
とう

）をして外
そと

で過
す

ごしている 

エ 主
おも

に家
いえ

で過
す

ごしている（家
か

事
じ

、育
いく

児
じ

、介
かい

護
ご

等
など

をしている場
ば

合
あい

を含
ふく

む） 
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【
（

生
せい

活
かつ

の基
き

盤
ばん

に関
かん

する質
しつ

問
もん

です。】 

 
とい

問１８ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）のお
す

住まいの
しゅ

種
るい

類について、あてはまるもの

１つに○
まる

をつけてください。 

 ※「福
ふく

祉
し

サービス付
つ

き住
じゅう

宅
たく

」とは、福
ふく

祉
し

ホームの他
ほか

、介護
か い ご

保険
ほ け ん

による認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

グループホームや自治体
じ ち た い

独自
ど く じ

の事業
じぎょう

によるものを含
ふく

みます。 

 

１ 一
いっ

戸
こ

建
だ

て／持
も

ち家
や

 

２ 一
いっ

戸
こ

建
だ

て／賃
ちん

貸
たい

・給
きゅう

与
よ

住
じゅう

宅
たく

（社
しゃ

員
いん

寮
りょう

等
など

） 

３ 一
いっ

戸
こ

建
だ

て／公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

 

４ 共
きょう

同
どう

住
じゅう

宅
たく

（マンション、アパート等
など

）／持
も

ち家
や

 

５ 共同
きょうどう

住宅
じゅうたく

（マンション、アパート等
など

）／賃貸
ちんたい

・給与
きゅうよ

住宅
じゅうたく

（社員寮
しゃいんりょう

等
など

） 

６ 共同
きょうどう

住宅
じゅうたく

（マンション、アパート等
など

）／公営
こうえい

住宅
じゅうたく

 

７ 
かし

貸
ま

間（部屋
へ や

を借
か

りての下宿
げしゅく

） 

８ 障害者
しょうがいしゃ

のグループホーム 

９ 福
ふく

祉
し

サービス付
つ

き住
じゅう

宅
たく

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

のグループホームを除
のぞ

く） 

１０ その他
た

（            ） 
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とい

問１９ あなた（調査
ちょうさ

の対象となる方）とふだん住居
じゅうきょ

と生計
せいけい

を共
とも

にしている方
かた

（同一
どういつ

世帯
せ た い

の方
かた

）はいますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

・ふだん住居
じゅうきょ

と生計
せいけい

を共
とも

にしている方
かた

（同一
どういつ

世帯
せ た い

の方
かた

）には、旅行
りょこう

や出 張
しゅっちょう

な

どで一
いち

時
じ

的
てき

（３か月
げつ

以
い

内
ない

）に自
じ

宅
たく

を離
はな

れている人
ひと

や船
せん

員
いん

など就 業
しゅうぎょう

場所
ば し ょ

を移動
い ど う

する人
ひと

も含
ふく

みます。 

・また、病院
びょういん

・診療所
しんりょうじょ

に入院
にゅういん

している人
ひと

も含
ふく

みますが、住民
じゅうみん

登録
とうろく

を病院
びょういん

・

診療所
しんりょうじょ

に移
うつ

している人
ひと

は除
のぞ

きます。さらに、単
たん

身
しん

赴
ふ

任
にん

や学
がく

業
ぎょう

で世
せ

帯
たい

を離
はな

れ

ている人
ひと

、老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

などの社会
しゃかい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している人
ひと

も除
のぞ

きます。 

 

１ いない（単独
たんどく

世帯
せ た い

） 

２ いる ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

 

補
ほ

問
もん

（１）同
どう

一
いつ

世
せ

帯
たい

に含
ふく

まれる方
かた

について、あてはまるものすべてに○
まる

をつけ

てください。 

ア 
おや

親 

イ 配偶者
はいぐうしゃ

 

ウ 
きょう

兄
だい

弟
し

姉
まい

妹 

エ 子
こ

・孫
まご

 

オ その
た

他の家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

 

カ パートナー（友人
ゆうじん

や恋人
こいびと

） 
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とい

問２０ 
ひと

一
つき

月
あ

当たりの
へい

平
きん

均
てき

的な収 入
しゅうにゅう

はいくらですか。①～⑤の設問
せつもん

それぞれについ

て、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※住民税
じゅうみんぜい

や所得税
しょとくぜい

、社会
しゃかい

保険料
ほけんりょう

を差
さ

し引
ひ

かれている場合
ば あ い

は、差
さ

し引
ひ

かれる前
まえ

の

金額
きんがく

をご回
かい

答
とう

ください。 

※宝くじ
たからくじ

の当選
とうせん

など、突発的
とっぱつてき

な所得
しょとく

は除
のぞ

きます。 

 

【あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が１８歳
さい

以上
いじょう

の場合
ば あ い

】 

あなた本人
ほんにん

の単独
たんどく

の
ひと

一
つき

月
あ

当たりの
へい

平
きん

均
てき

的な収 入
しゅうにゅう

をお答
こた

えください。 

【あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が１８歳
さい

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

】 

あなたの世帯
せ た い

の合計
ごうけい

の
ひと

一
つき

月
あ

当たりの
へい

平
きん

均
てき

的な収 入
しゅうにゅう

をお答
こた

えください。 

 
 

① 収 入
しゅうにゅう

の総額
そうがく

 

１ ０円
えん

 

２ １円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

３ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

８万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

４ ８万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

１５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

５ １５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

２５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

６ ２５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

４０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

７ ４０万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６０万
まん

円
えん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
まんえん

以上
いじょう

９０万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
まんえん

以上
いじょう

 
 

② 働
はたら

いて得
え

た収
しゅう

入
にゅう

 

１ ０円
えん

 

２ １円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

３ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

８万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

４ ８万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

１５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

５ １５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

２５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

６ ２５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

４０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

７ ４０万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６０万
まん

円
えん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
まんえん

以上
いじょう

９０万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
まんえん

以上
いじょう
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③ 社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

給
きゅう

付
ふ

金
きん

による収 入
しゅうにゅう

 

・公的
こうてき

年金
ねんきん

（国民
こくみん

年金
ねんきん

、障 害
しょうがい

年金
ねんきん

など） 

・公的
こうてき

手当
てあて

（児童
じどう

手当
てあて

、児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

、特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

手当
て あ て

、

特別
とくべつ

障 害 者
しょうがいしゃ

手当
てあて

など） 

・生活
せいかつ

保護
ほ ご

による扶助
ふじょ

、 

・雇用
こよう

保険
ほけん

（失 業
しつぎょう

等
とう

給付
きゅうふ

金
きん

など） 

・その他
た

の公的
こうてき

な給付
きゅうふ

金
きん

（恩 給
おんきゅう

、医療
いりょう

保険
ほけん

による 傷 病
しょうびょう

手当金
てあてきん

など） 

１ ０円
えん

 

２ １円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

３ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

８万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

４ ８万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

１５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

５ １５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

２５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

６ ２５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

４０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

７ ４０万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６０万
まん

円
えん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
まんえん

以上
いじょう

９０万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
まんえん

以上
いじょう

 

④ 仕
し

送
おく

りによる収
しゅう

入
にゅう

 

１ ０円
えん

 

２ １円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

３ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

８万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

４ ８万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

１５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

５ １５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

２５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

６ ２５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

４０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

７ ４０万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６０万
まん

円
えん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
まんえん

以上
いじょう

９０万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
まんえん

以上
いじょう

 

⑤ その他
た

の収 入
しゅうにゅう

 

（個人
こ じ ん

が加入
かにゅう

する年金
ねんきん

、不動産
ふどうさん

所得
しょとく

、

株式
かぶしき

の配当
はいとう

など） 

１ ０円
えん

 

２ １円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

３ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

８万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

４ ８万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

１５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

５ １５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

２５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

６ ２５万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

４０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

７ ４０万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６０万
まん

円
えん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
まんえん

以上
いじょう

９０万円
まんえん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
まんえん

以上
いじょう
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とい

問２１ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

の受給
じゅきゅう

状 況
じょうきょう

、及
およ

び住民税
じゅうみんぜい

、所得税
しょとくぜい

の課税
か ぜ い

状 況
じょうきょう

について、①～

③のそれぞれの設問
せつもん

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※世帯
せ た い

主
ぬし

とは、年齢
ねんれい

や所得
しょとく

にかかわらず、世帯
せ た い

の中心
ちゅうしん

となって物事
ものごと

をとりはか

る者
もの

として世帯側
せたいがわ

から報告
ほうこく

された者
もの

をいいます。 

 

【あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が１８歳
さい

以上
いじょう

の場合
ば あ い

】 

あなた本人
ほんにん

の状 況
じょうきょう

をお答
こた

えください。 

 

【あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が１８歳
さい

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

】 

あなたの世帯
せ た い

主
ぬし

の状 況
じょうきょう

をお答
こた

えください。 

 

① 
せい

生
かつ

活
ほ

保
ご

護 
１ 

じゅ

受
きゅう

給 している 

２ 
じゅ

受
きゅう

給 していない 

② 
じゅう

住
みん

民
ぜい

税 
１ 

か

課
ぜい

税されている 

２ 
か

課
ぜい

税されていない 

③ 
しょ

所
とく

得
ぜい

税 
１ 

か

課
ぜい

税されている 

２ 
か

課
ぜい

税されていない 
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とい

問２２ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の障害
しょうがい

や心身
しんしん

の不調
ふちょう

による生
せい

活
かつ

のしづらさ

を日
にち

常
じょう

的
てき

に支
ささ

えている（介
かい

護
ご

、療
りょう

育
いく

、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

、意思
い し

疎通
そ つ う

の支援
し え ん

等
とう

）主
おも

な支援者
しえんしゃ

は誰
だれ

ですか。最
もっと

もよくあてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

 ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

２ 知人
ち じ ん

、友人
ゆうじん

（近所
きんじょ

の人
ひと

や職場
しょくば

の同僚
どうりょう

等
とう

を含む
ふ く む

） 

３ 福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

や福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

４ 学校
がっこう

、幼稚園
ようちえん

、保育
ほ い く

園
えん

の先生
せんせい

 

５ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

、患者会
かんじゃかい

、家族会
かぞくかい

 

６ 有償
ゆうしょう

ボランティア 

７ その他
た

（             ） 

８ 日
にち

常
じょう

的
てき

に支
ささ

えている支
し

援
えん

者
しゃ

は特
とく

にいない 

 

【１ 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

と答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１） 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

の詳細
しょうさい

について、最
もっと

もよくあてはまるもの１つに〇
まる

をつけてください。 

ア 親
おや

 

イ 配偶者
はいぐうしゃ

 

ウ 兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 

エ 子
こ

 

オ その他
た

（従兄弟
い と こ

、孫
まご

など） 
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【日常的
にちじょうてき

に利用
り よ う

している用具
よ う ぐ

等
など

に関
かん

する質
しつ

問
もん

です。】 

 
とい

問２３ 身
しん

体
たい

の機
き

能
のう

を 補
おぎな

うための用
よう

具
ぐ

のうち、日常的
にちじょうてき

に利用
り よ う

するものについて、あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※公的
こうてき

に支給
しきゅう

されたもの、自費
じ ひ

で購入
こうにゅう

したもの、両方
りょうほう

を含
ふく

みます。 

 

１ 利用
り よ う

している ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

２ 利
り

用
よう

していない ⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください 

 

【１ 利
り

用
よう

していると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）利用
り よ う

している用具
よ う ぐ

の詳細
しょうさい

について、あてはまるものすべてに○
まる

をつ

けてください。 

ア 補
ほ

聴
ちょう

器
き

 

イ 人
じん

工
こう

内
ない

耳
じ

 

ウ 重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

用
よう

意
い

思
し

伝
でん

達
たつ

装
そう

置
ち

 

エ 白
はく

杖
じょう

 

オ 遮光
しゃこう

眼鏡
め が ね

・弱視用
じゃくしよう

眼鏡
がんきょう

 

カ 義肢
ぎ し

（義手
ぎ し ゅ

・義足
ぎ そ く

）・装具
そ う ぐ

 

キ 歩行器
ほ こ う き

・歩行
ほ こ う

補助
ほ じ ょ

杖
づえ

 

ク 車
くるま

いす・電動車
でんどうくるま

いす・座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そ う ち

 

ケ その他
た

（           ） 

 

【２ 利
り

用
よう

していないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（２）理由
り ゆ う

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 利用
り よ う

する必
ひつ

要
よう

がないため 

イ 利用
り よ う

したいが、助成
じょせい

制度
せ い ど

の対象
たいしょう

ではないため 

ウ 利
り

用
よう

したいが、希望
き ぼ う

する機能
き の う

が得
え

られないため 

エ その他
た

（           ） 
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とい

問２４ 他人
た に ん

との意思
い し

疎通
そ つ う

を支援
し え ん

するための手段
しゅだん

・機器
き き

・サービス等
とう

のうち、日常的
にちじょうてき

に利用
り よ う

するものについて、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※公的
こうてき

に支給
しきゅう

されたもの、自費
じ ひ

で購入
こうにゅう

したもの、両方
りょうほう

を含
ふく

みます。 

 

１ 利用
り よ う

している ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

２ 利
り

用
よう

していない ⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください 

 

【１ 利
り

用
よう

していると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）利用
り よ う

している手段
しゅだん

・機器
き き

・サービス等
とう

の詳細
しょうさい

について、あてはまる

ものすべてに○
まる

をつけてください。 
 

見
み

えづらさがあ

る方
かた

向
む

け 

ア 点字
て ん じ

・点字
て ん じ

タイプライター・点字
て ん じ

ディスプレイ・点字盤
てんじばん

 

イ 指
ゆび

点字
て ん じ

 

ウ 触手話
しょくしゅわ

 

エ 読
よ

み上
あ

げ機
き

能
のう

付
つ

き機
き

器
き

 

オ 拡大
かくだい

読書器
どくしょき

 

カ その他
た

（             ） 

聞
き

こえづらさが

ある方
かた

向
む

け 

キ 手
しゅ

話
わ

・手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

（派
は

遣
けん

、遠
えん

隔
かく

サービスを含
ふく

む） 

ク 筆
ひつ

談
だん

・要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

（派
は

遣
けん

、遠
えん

隔
かく

サービスを含
ふく

む） 

ケ 読
どく

話
わ

・口話
こ う わ

 

コ 電話
で ん わ

リレーサービス 

サ 補聴
ほちょう

援助
えんじょ

システム（ヒヤリングループ、会議用拡聴器
かいぎようかくちょうき

、Ｍリンク） 

シ 音声
おんせい

認識
にんしき

ソフト 

ス その他
た

（             ） 

伝
つた

えづらさがあ

る方
かた

向
む

け 

セ 筆談器
ひつだんき

 

ソ 人工
じんこう

喉頭
こうとう

 

タ コミュニケーションボード（絵
え

・カード等
など

） 

チ その他
た

（             ） 

 

【２ 利
り

用
よう

していないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（２）理由
り ゆ う

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 必
ひつ

要
よう

がないため 

イ 利用
り よ う

したいが、助成
じょせい

制度
せ い ど

の対象
たいしょう

ではないため 

ウ 利用
り よ う

したいが、サービス事業所
じぎょうしょ

・提供者
ていきょうしゃ

がなく、利用
り よ う

できないため 

エ その他
た

（           ） 
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問
とい

２５ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、日常的
にちじょうてき

にどのような方法
ほうほう

により情報
じょうほう

を

入手
にゅうしゅ

していますか。あてはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

１ テレビ（一般
いっぱん

放送
ほうそう

） 

２ 一般
いっぱん

図書
と し ょ

・新聞
しんぶん

（ちらしを含
ふく

む）・雑誌
ざ っ し

 

３ ラジオ 

４ 電話
で ん わ

（携帯電話
けいたいでんわ

・スマートフォン） 

５ インターネット（パソコン・タブレット端末
たんまつ

等
とう

） 

６ 手話
し ゅ わ

放送
ほうそう

・文字
も じ

放送
ほうそう

 

７ 録音
ろくおん

図書
と し ょ

・デイジー 

８ 点字
て ん じ

図書
と し ょ

・点字
て ん じ

資料
しりょう

 

９ 家族
か ぞ く

・友人
ゆうじん

・介助者
かいじょしゃ

 

１０ その他
た

の方法
ほうほう

により情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

している（            ） 

１１ 情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

していない 
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【福
ふく

祉
し

サービスに関
かん

する質
しつ

問
もん

です。】 

 
とい

問２６ 介護
か い ご

保険
ほ け ん

の要介護
ようかいご

・要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受けていますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 要介護
ようかいご

の認定
にんてい

を受
う

けている ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

２ 要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けている ⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください 

３ 要介護
ようかいご

または要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けていない（４０歳
さい

未満
み ま ん

の方
かた

を含
ふく

む） 

 

【１ 要介護
ようかいご

の認定
にんてい

を受
う

けていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）要介護度
よ う か い ご ど

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 要
よう

介
かい

護
ご

５（介
かい

護
ご

を必
ひつ

要
よう

とする度
ど

合
あ

いが最
もっと

も高
たか

い） 

イ 要
よう

介
かい

護
ご

４ 

ウ 要
よう

介
かい

護
ご

３ 

エ 要
よう

介
かい

護
ご

２ 

オ 要
よう

介
かい

護
ご

１ 

 

【２ 要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（２）要支援度
よ う し え ん ど

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 要
よう

支
し

援
えん

２ 

イ 要
よう

支
し

援
えん

１ 
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とい

問２７ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけて

ください。 

※「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス」とは、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づき提供
ていきょう

される障
しょう

害
がい

者
しゃ

・障
しょう

害
がい

児
じ

向
む

けの福
ふく

祉
し

サービス、及
およ

び児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

に基
もと

づき提
てい

供
きょう

される障
しょう

害
がい

児
じ

向
む

けの福
ふく

祉
し

サービスを指
さ

します。 

※「障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

」とは、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの支給
しきゅう

の決定
けってい

において活用
かつよう

され

る、必
ひつ

要
よう

とされる標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な支
し

援
えん

の度
ど

合
あ

いを総
そう

合
ごう

的
てき

に示
しめ

す指
し

標
ひょう

であり、

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の「等級
とうきゅう

」とは異
こと

なります。 

 

１ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

しており、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けている 

⇒補
ほ

問
もん

（１）と（２）もお答
こた

えください 

２ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

しているが、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

は受
う

けていない 

⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください 

３ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

しているが、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

状 況
じょうきょう

はわからない 

⇒補
ほ

問
もん

（２）もお答
こた

えください 

４ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していない 

 ⇒補
ほ

問
もん

（３）もお答
こた

えください 

 

【１ 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

しており、障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）あなたの障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけ

てください。 

※お持
も

ちの障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

認定
にんてい

証明書
しょうめいしょ

に記載
き さ い

されている内容
ないよう

や、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

されている障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の内容
ないよう

を

転記
て ん き

してください。 

ア 区分
く ぶ ん

６（支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

とする度
ど

合
あ

いが最
もっと

も高
たか

い） 

イ 区分
く ぶ ん

５ 

ウ 区分
く ぶ ん

４ 

エ 区分
く ぶ ん

３ 

オ 区分
く ぶ ん

２ 

カ 区分
く ぶ ん

１ 
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【障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

している方
かた

（１、２又
また

は３と答
こた

えた方
かた

）】 

補
ほ

問
もん

（２）利用
り よ う

している障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの種類
しゅるい

について、あてはまるもの

すべてに○
まる

をつけてください。 

※お持
も

ちの障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

に記
き

載
さい

されているサービス

種別
しゅべつ

の内容
ないよう

を転記
て ん き

してください。 

 

訪問
ほうもん

系
けい

支援
し え ん

 

ア 居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ） 

イ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

ウ 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

エ 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

オ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
など

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

通所
つうしょ

系
けい

支援
し え ん

 

カ 放課後
ほ う か ご

等
など

デイサービス 

キ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

ク 生活
せいかつ

介護
か い ご

 

入所
にゅうしょ

系
けい

支援
し え ん

 

ケ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

コ 療養
りょうよう

介護
か い ご

 

サ 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

シ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

外出
がいしゅつ

支援
し え ん

 

ス 同行
どうこう

援護
え ん ご

 

セ 行動
こうどう

援護
え ん ご

 

ソ 移動
い ど う

支援
し え ん

 

訓練
くんれん

・就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

タ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

（Ａ型
がた

） 

チ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

（Ｂ型
がた

） 

ツ 就
しゅう

労
ろう

移
い

行
こう

支
し

援
えん

 

テ 就
しゅう

労
ろう

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

 

ト 自
じ

立
りつ

訓
くん

練
れん

（機
き

能
のう

訓
くん

練
れん

、生
せい

活
かつ

訓
くん

練
れん

、宿
しゅく

泊
はく

型
がた

自
じ

立
りつ

訓
くん

練
れん

） 

居住
きょじゅう

支援
し え ん

 ナ グループホーム 

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ニ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ヌ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ネ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

ノ 地
ち

域
いき

移
い

行
こう

支
し

援
えん

 

ハ 地
ち

域
いき

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

 

医療費
いりょうひ

支援
し え ん

 
ヒ 自立

じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（育成
いくせい

医療
いりょう

、更生
こうせい

医療
いりょう

、精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

） 

フ 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

制度
せ い ど

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 
ヘ 補

ほ

装具
そ う ぐ

 

ホ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ
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その他
た

 

マ 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

 

ミ 成年
せいねん

後見人
こうけんにん

制度
せ い ど

 

ム 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター 

メ その他
た

（              ） 

 

【４ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

していないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（３）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

の希望
き ぼ う

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 希望
き ぼ う

していない（利用
り よ う

の必要
ひつよう

がない場合
ば あ い

を含
ふく

む） 

イ 希望
き ぼ う

しているが、利用
り よ う

の基準
きじゅん

にあてはまらず利用
り よ う

できない 

ウ 希
き

望
ぼう

しているが、利
り

用
よう

の手
て

続
つづ

きが分
わ

からず利
り

用
よう

できない 

エ 希
き

望
ぼう

しているが、サービス事業所
じぎょうしょ

・提供者
ていきょうしゃ

がなく、利用
り よ う

できない 

オ その他
た

（            ） 
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とい

問２８ あなた（調査
ちょうさ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

）が、特
とく

に必
ひつ

要
よう

と感
かん

じている支
し

援
えん

はどのような

ことですか。下記
か き

の１から３５までのうち、主
おも

なものを７つまで○
まる

をつけてくだ

さい。 

 

医療
いりょう

・リハビリ 

１ 身近
み ぢ か

な医療
いりょう

機関
き か ん

に通院
つういん

して医療
いりょう

を受
う

けること 

２ 在宅
ざいたく

で訪問
ほうもん

診療
しんりょう

・訪問
ほうもん

看護
か ん ご

を受
う

けること 

３ 専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い医
い

療
りょう

を受
う

けること 

４ 医療費
いりょうひ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

 

５ 障害
しょうがい

の進行
しんこう

・二次
に じ

障害
しょうがい

を予防
よ ぼ う

すること 

６ リハビリ・自立
じ り つ

訓練
くんれん

を受
う

けること 

教育
きょういく

・保育
ほ い く

 

７ 障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

のための支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

８ 保育
ほ い く

園
えん

の充実
じゅうじつ

 

９ 特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

１０ 合理的
ごうりてき

な配慮
はいりょ

がなされた学業
がくぎょう

の場
ば

の確保
か く ほ

 

就労
しゅうろう

 
１１ 仕

し

事
ごと

に就
つ

くこと・続
つづ

けることを容
よ う

易
い

にする制
せい

度
ど

の充
じゅう

実
じつ

 

１２ 合
ご う

理
り

的
てき

な配
はい

慮
り ょ

がなされた働
はたら

く場
ば

ないし活
かつ

動
ど う

の場
ば

の確
かく

保
ほ

 

家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 
１３ 障

しょう

害
がい

をもつ人
ひと

の家
か

族
ぞく

に対
たい

する支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

（休息
きゅうそく

のための一時
い ち じ

入所
にゅうしょ

（レスパイトケア）等
など

） 

１４ 支援
し え ん

指導
し ど う

、相
そう

談
だん

等
など

 

配慮
はいりょ

・人権
じんけん

 
１５ 障

しょう

害
がい

者
しゃ

への理
り

解
かい

を深
ふか

めるための教
きょう

育
いく

・機
き

会
かい

の充
じゅう

実
じつ

 

１６ 障
しょう

害
がい

をもつ人
ひと

の権
けん

利
り

や人
じん

権
けん

を守
まも

るための支
し

援
えん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

 

１７ 外出
がいしゅつ

・移動
い ど う

の支援
し え ん

 

１８ スポーツ、レクリーエーション、文
ぶん

化
か

活
かつ

動
どう

に対
たい

する援
えん

助
じょ

 

１９ 地域
ち い き

の人々
ひとびと

との交流
こうりゅう

機会
き か い

の拡大
かくだい

 

２０ 道路
ど う ろ

、交通
こうつう

機関
き か ん

、公 共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

を利用
り よ う

しやすくすること（バリアフリー等
など

） 

２１ 障害
しょうがい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

媒体
ばいたい

の充実
じゅうじつ

（点字
て ん じ

図書
と し ょ

、録音
ろくおん

図書
と し ょ

、手話
し ゅ わ

放送
ほうそう

、字幕
じ ま く

放送
ほうそう

、ルビ
る び

、電子
で ん し

図書
と し ょ

等
など

） 

福祉
ふ く し

サービス 

２２ 入所
にゅうしょ

サービスの利用
り よ う

 

２３ 通所
つうしょ

サービス（デイサービス等
など

）の利用
り よ う

 

２４ 訪問
ほうもん

サービス（ホームヘルプ等
など

）の利用
り よ う

 

２５ 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

サービスの利用
り よ う

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 
２６ 質

しつ

の高
たか

い補
ほ

装
そう

具
ぐ

の装
そう

用
よう

 

２７ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

を利用
り よ う

するための支援
し え ん

を受
う

けること 

住
す

まい 
２８ 障害

しょうがい

をもつ人
ひと

に適した
て き し た

住宅
じゅうたく

の確保
か く ほ

 

２９ 自宅
じ た く

の改修
かいしゅう

 

経済的
けいざいてき

支援
し え ん

 ３０ 手当
て あ て

・年金
ねんきん

・助成金
じょせいきん

等
など

の経済的
けいざいてき

援助
えんじょ

の充実
じゅうじつ

 



 

- 37 - 

 

災害
さいがい

 ３１ 災害
さいがい

時
じ

、緊急
きんきゅう

時
じ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

、通信
つうしん

体制
たいせい

、避難
ひ な ん

誘導
ゆうどう

対策
たいさく

の充実
じゅうじつ

 

相談
そうだん

 ３２ 相談
そうだん

対応
たいおう

等
とう

の充実
じゅうじつ

 

その他
た

 

３３ 親
おや

亡
な

き後
あと

の生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

 

３４ 除雪
じょせつ

・草刈
くさかり

等
など

の支援
し え ん

 

３５ その他
た

（                   ） 
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とい

問２９ 現
げん

在
ざい

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていますか。また、今
こん

後
ご

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

に

つくことについてどのように考
かんが

えていますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけて

ください。 

※収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

とは正職員
せいしょくいん

、正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト、パート、契約
けいやく

職員
しょくいん

、

日
ひ

雇
やと

い等
など

）、就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

での雇
こ

用
よう

、自
じ

営
えい

業
ぎょう

（家
いえ

の仕
し

事
ごと

の手
て

伝
つだ

いを含
ふく

む）

を指
さ

します。 

 

１ 現
げん

在
ざい

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしている ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

２ 現
げん

在
ざい

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていない（就
しゅう

学
がく

中
ちゅう

の場
ば

合
あい

を除
のぞ

く） ⇒補
ほ

問
もん

（２）

もお答
こた

えください 

３ 現
げん

在
ざい

就
しゅう

学
がく

中
ちゅう

であり、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていない ⇒補
ほ

問
もん

（３）もお答
こた

え

ください 

 

【１ 現
げん

在
ざい

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていると答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（１）仕事
し ご と

の継続
けいぞく

の希望
き ぼ う

について、あてはまるもの１つに〇
まる

をつけてくださ

い。 

ア 現在
げんざい

の仕事
し ご と

を継続
けいぞく

したい 

イ 現在
げんざい

の仕事
し ご と

以外
い が い

の収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

を継
けい

続
ぞく

したい 

ウ 仕事
し ご と

を継続
けいぞく

したくない 

 

【２ 現
げん

在
ざい

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（２）今後
こ ん ご

の希望
き ぼ う

について、あてはまるもの１つに〇
まる

をつけてください。 

ア 今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたい ⇒補
ほ

問
もん

（Ａ）もお答
こた

えください 

イ 今
こん

後
ご

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたくない ⇒補
ほ

問
もん

（Ｃ）もお答
こた

えください 

ウ 今後
こ ん ご

のことはわからない 

 

【３ 現
げん

在
ざい

就
しゅう

学
がく

中
ちゅう

であり、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（３）今後
こ ん ご

の希望
き ぼ う

について、あてはまるもの１つに〇
まる

をつけてください。 

ア 卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたい 

イ 卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたくない ⇒補
ほ

問
もん

（Ｃ）もお答
こた

えください 

ウ 今後
こ ん ご

のことはわからない 
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【補
ほ

問
もん

（２）で、ア 今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたいと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（Ａ）どのような雇用
こ よ う

形態
けいたい

等
など

を希望
き ぼ う

しますか。あてはまるものすべてに○
まる

を

つけてください。 

ア 正職員
せいしょくいん

 ⇒補
ほ

問
もん

（Ｂ）もお答
こた

えください 

イ 正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト、パート、契
けい

約
やく

職
しょく

員
いん

、日
ひ

雇
やと

い等
など

）⇒補
ほ

問
もん

（Ｂ）

もお答
こた

えください 

ウ 自
じ

営
えい

業
ぎょう

（家
いえ

の仕
し

事
ごと

の手
て

伝
つだ

いを含
ふく

む） 

エ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

 

 

補
ほ

問
もん

（Ｂ）障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応
おう

募
ぼ

したいですか。あてはまるもの１つに○
まる

をつ

けてください。 

ア 障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応
おう

募
ぼ

したい 

イ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応
おう

募
ぼ

したくない 

 

【補
ほ

問
もん

（２）又
また

は（３）で、イ 収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたくないと答
こた

えた方
かた

】 

補
ほ

問
もん

（Ｃ）理由
り ゆ う

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア 体力
たいりょく

の面
めん

で不安
ふ あ ん

がある 

イ 人間
にんげん

関係
かんけい

で不安
ふ あ ん

がある 

ウ やりたい仕事
し ご と

がない 

エ 他
ほか

にやりたいことがある 

オ その他
た

（             ） 
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とい

問３０ あなたが継
けい

続
ぞく

的
てき

に収
しゅう

入
にゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をするために必
ひつ

要
よう

と感
かん

じていることは何
なん

ですか。最
もっと

もよくあてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※就 学 中
しゅうがくちゅう

の方
かた

の場合
ば あ い

、将来
しょうらい

仕事
し ご と

につく上
うえ

で必
ひつ

要
よう

と感
かん

じることを記
き

載
さい

してくだ

さい。 

 

１ 通
つう

勤
きん

の手
しゅ

段
だん

の確
かく

保
ほ

（通
つう

勤
きん

に福
ふく

祉
し

サービスを使
つか

えること等
など

） 

２ 職
しょく

場
ば

の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

（バリアフリー化
か

を含
ふく

む） 

３ 柔軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

体制
たいせい

 

４ 在
ざい

宅
たく

勤
きん

務
む

 

５ 職
しょく

場
ば

に障
しょう

害
がい

に対
たい

する理
り

解
かい

があること 

６ 必要
ひつよう

な時
とき

に通院
つういん

できること 

７ 就労後
しゅうろうご

の支援
し え ん

機関
き か ん

による支援
し え ん

（相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

等
など

） 

８ その他
た

（            ） 

９ 特
とく

に必要
ひつよう

なことはない 
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【その他
た

の質問
しつもん

です。】 

 
とい

問３１ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が医療
いりょう

（通院
つういん

、在宅
ざいたく

医療
いりょう

、定期
て い き

入院
にゅういん

等
など

)を受
う

け

る頻
ひん

度
ど

は、平均
へいきん

するとどれくらいになりますか。①と②の設問
せつもん

それぞれについて、

あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※ 在宅
ざいたく

医療
いりょう

に往
おう

診
しん

は含
ふく

みますが、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

、訪問
ほうもん

介護
か い ご

は含
ふく

みません。 

 

①あなたの生活
せいかつ

のしづらさの

直接
ちょくせつ

の 原因
げんいん

と な っ て い る

障害
しょうがい

、病気
びょうき

、けが等
など

のための

通院
つういん

や在宅
ざいたく

医療
いりょう

（往診
おうしん

） 

１ 毎
まい

日
にち

 

２ ２～３日
にち

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

３ １週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

４ ２週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

５ １ヶ
か

月
げつ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

６ ２～３ヶ
か

月
げつ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

７ 半
はん

年
とし

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

８ １年
ねん

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

９ 医
い

療
りょう

機
き

関
かん

にかかっていない 

②あなたの生活
せいかつ

のしづらさとは

直接
ちょくせつ

関連
かんれん

のない通院
つういん

等
など

 

１ 毎
まい

日
にち

 

２ ２～３日
にち

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

３ １週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

４ ２週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

５ １ヶ
か

月
げつ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

６ ２～３ヶ
か

月
げつ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

７ 半
はん

年
とし

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

８ １年
ねん

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

９ 医
い

療
りょう

機
き

関
かん

にかかっていない 
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問
とい

３２ １ヶ
か

月
げつ

当
あ

たりの医
い

療
りょう

費
ひ

の自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

分
ぶん

は、平
へい

均
きん

するとどれくらいになりますか。

あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※公
こう

的
てき

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

や、高
こう

額
がく

療
りょう

養
よう

費
ひ

を受
う

けた後
あと

に必
ひつ

要
よう

となる自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

分
ぶん

につい

て回答
かいとう

してください。 

※かぜ等
とう

の突発的
とっぱつてき

な事由
じ ゆ う

により一時的
いちじてき

に必要
ひつよう

となる医療費
いりょうひ

は除
のぞ

きます。 

※あなたの生活
せいかつ

のしづらさの直接
ちょくせつ

の原因
げんいん

となっている障害
しょうがい

、病気
びょうき

、けが等
など

の

ための医療
いりょう

、あなたの生
せい

活
かつ

のしづらさとは直
ちょく

接
せつ

関
かん

連
れん

のない医
い

療
りょう

を両
りょう

方
ほう

含
ふく

め

た金
きん

額
がく

を回
かい

答
とう

してください。 

※定期的
ていきてき

に入院
にゅういん

している場合
ば あ い

は、それも含
ふく

みます。 

 

１ ０円
えん

（生活
せいかつ

保護
ほ ご

の医療
いりょう

扶助
ふ じ ょ

等
など

で自己
じ こ

負担
ふ た ん

が全額
ぜんがく

免除
めんじょ

されている場合
ば あ い

等
など

） 

２ １円
えん

以
い

上
じょう

３千
せん

円
えん

未
み

満
まん

 

３ ３千
せん

円
えん

以
い

上
じょう

１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

４ １万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

５ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

６ ６万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

 

 

 
とい

問３３ マイナンバーカードをもっていますか。あてはまるもの１つに○
まる

をつけてく

ださい。 

 

１ マイナンバーカードをもっている 

２ マイナンバーカードをもっていない ⇒補
ほ

問
もん

（１）もお答
こた

えください 

 

【２ マイナンバーカードをもっていないと答えた
こ た え た

方
ほう

】 

補
ほ

問
もん

（１）理由
り ゆ う

について、あてはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

ア マイナンバーカードの制
せい

度
ど

や取
しゅ

得
とく

の手
て

続
つづ

きがわからないため 

イ 特
とく

にマイナンバーカードがなくても困
こま

らないため 

ウ マイナンバーカードを持
も

ちたくないため 

エ その他
た

（             ） 
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とい

問３４ 地震
じ し ん

や水害
すいがい

等
など

の災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に向
む

けた準
じゅん

備
び

に取
と

り組
く

んでいることはあります

か。あてはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

１ 居住地
きょじゅうち

の災害
さいがい

リスクの確認
かくにん

 

２ 避難
ひ な ん

する場所
ば し ょ

の環境
かんきょう

確認
かくにん

 

３ 持
も

ち出
だ

し荷
に

物
もつ

の準備
じゅんび

 

４ 支
し

援
えん

者
しゃ

との連
れん

絡
らく

方
ほう

法
ほう

の確
かく

保
ほ

 

５ 災
さい

害
がい

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

源
げん

の確
かく

保
ほ

 

６ 避難
ひ な ん

する場所
ば し ょ

への避難
ひ な ん

方法
ほうほう

の確保
か く ほ

 

７ 医
い

薬品
やくひん

や機材
き ざ い

（医療
いりょう

機器
き き

の電源
でんげん

等
など

）等
など

の備蓄
び ち く

 

８ 家
いえ

で避難
ひ な ん

生活
せいかつ

するための備蓄
び ち く

 

９ 地域
ち い き

の防災
ぼうさい

訓練
くんれん

への参加
さ ん か

 

１０ 家具
か ぐ

の固定
こ て い

 

１１ その他
た

（             ） 

１２ 何
なに

もしていない 
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とい

問３５ 令
れい

和
わ

２年
ねん

以
い

降
こう

の新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

の流
りゅう

行
こう

に関
かん

連
れん

して、起
お

きたこと

や困
こま

ったことはありますか。あてはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

メンタルヘルス 

１ 不
ふ

安
あん

を強
つよ

く感
かん

じた 

２ 落
お

ち着
つ

かない感
かん

じがしたり、いらいらしたりした 

３ 気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだ 

４ 眠
ねむ

ることができず睡
すい

眠
みん

時
じ

間
かん

が減
へ

った 

感染
かんせん

対策
たいさく

 

５ 感染
かんせん

予防
よ ぼ う

対策
たいさく

（マスクの着用
ちゃくよう

や入手
にゅうしゅ

、手
て

洗
あら

い、消毒
しょうどく

、検温
けんおん

、

換気
か ん き

、距離
き ょ り

をとる等
など

）に苦労
く ろ う

した 

６ 検
けん

査
さ

やワクチンを受
う

けるのに苦
く

労
ろう

した 

７ 新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

の情報
じょうほう

を得る
え る

のに苦労
く ろ う

した 

仕事
し ご と

 

８ 仕
し

事
ごと

を見
み

つけるのに苦
く

労
ろう

した 

９ テレワークをしたいが、テレワークに適
てき

さない仕
し

事
ごと

に就
つ

いて

いる、あるいはテレワークを認
みと

められない 

日
にっ

中
ちゅう

の過
す

ごし方
かた

 
１０ 日

にっ

中
ちゅう

を過
す

ごす場
ば

所
しょ

に困
こま

った（通
つう

所
しょ

先
さき

が閉
へい

鎖
さ

された等
など

） 

１１ 外出
がいしゅつ

の頻度
ひ ん ど

が少
すく

なくなった 

医療
いりょう

・福祉
ふ く し

 

１２ 治療
ちりょう

やリハビリが中止
ちゅうし

や延期
え ん き

になった 

１３ 福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

ができなかった/しづらくなった 

１４ 補
ほ

助
じょ

金
きん

申
しん

請
せい

等
など

の行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづ

きが難
むずか

しく苦
く

労
ろう

した 

オンライン化
か

 

１５ オンライン化
か

（インターネットでの会議
か い ぎ

、オンラインショ

ッピング、電子
で ん し

決済
けっさい

、オンラインによる行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづ

き等
など

）が普
ふ

及
きゅう

して戸
と

惑
まど

うことが増
ふ

え苦
く

労
ろう

した 

配慮
はいりょ

・人権
じんけん

 １６ 障
しょう

害
がい

に配
はい

慮
りょ

してもらえないと感
かん

じることが増
ふ

えた 

家族
か ぞ く

 

１７ 家
か

族
ぞく

が、介
かい

護
ご

の負
ふ

担
たん

が増
ふ

える等
とう

により仕
し

事
ごと

に行
い

けなくなった  

１８ 家
か

族
ぞく

・親
しん

戚
せき

・友
ゆう

人
じん

などに会
あ

う機
き

会
かい

が減
へ

った 

１９ 家
か

族
ぞく

とのいさかいが増
ふ

えたり、居
い

場
ば

所
しょ

がないと感
かん

じたりすることが増
ふ

えた  

コミュニケーション ２０ 他者
た し ゃ

がマスクしていると、顔
かお

や会話
か い わ

がわかりにくく苦労
く ろ う

した  

家計
か け い

 ２１ 経済的
けいざいてき

に苦
くる

しくなった 

その他
た

 ２２ その他
た

（             ） 
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とい

問３６ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が感
かん

じている生
せい

活
かつ

のしづらさ、困
こま

っているこ

と等
など

がありましたら、ご
じ

自
ゆう

由にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
とい

問３７ この調
ちょう

査
さ

の方
ほう

法
ほう

や内
ない

容
よう

についての改
かい

善
ぜん

ついて、ご意
い

見
けん

やご要
よう

望
ぼう

がありました

ら、ご
じ

自
ゆう

由にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

質
しつ

問
もん

は以
い

上
じょう

です。ご協
きょう

力
りょく

ありがとうございました。 


